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  先月号で、縦割り班発足会の様子をお知らせしました。いよいよ、オリジナルの班旗ができました。

１班は、”ひまわりの花びら”に、２班は、ドラゴンが噴き出す”炎”に、３班は、”空に浮かぶ雲”

に、一人一人がこれからの思いを書きました。来校の際は、児童玄関にある班旗をじっくりとご覧にな

り、お子さんの思いを見てあげてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田植え唄・田打ち唄の練習（5/1、5/9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４・５年生は、２回の練習のほかにも、自主的に練習をし、児童集会で発表をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
１月から避難所で生活をしてこられた方々と直小児童は、ともに直小学校で過ごしてき

ました。仮設住宅等へ引っ越しされるため、10 日が最後の日となりました。子どもたちは、
優しく声をかけてもらったり、玄関や廊下などの掃除によって校舎をきれいにしてもらっ
たり、時には、学校行事の頑張りを間近で温かく見守ってもらったりして、これまで本当
にお世話になってきました。心より感謝いたします。仮設住宅へ移られましても交流を続
けて、今後も「絆」を大切にしていきたいと思います。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私が物心ついた時、我が家にはテレビが２台ありました。今とは違い、テレビが結構高

価だった当時（50 年以上前ですので）は、少し珍しいことだったと思います。当時我が家

は８人家族。長男の私、弟、妹、父母、祖父母、そして叔母（父の妹）です。祖父母と叔母は

３人で別の部屋で過ごしていました。しかし、もともとは、家族全員１つの居間にいたので

すが、ある理由で、２部屋に分かれたのです。その原因は、実は私でした。随分後から聞い

たのですが、そもそも我が家も初めはテレビは１台だけでした。ところが、祖父がその時代、

大人気だったプロレスを見るのが大の楽しみだったのに、小さい私が同じ時間帯で放送さ

れていたアニメを見たいと、相当泣き騒いだらしいのです（あまりよく覚えてはいないので

すが）。それに業を煮やした祖父は、テレビをもう１台買い、別の部屋に祖母、叔母と一緒

に移ったのです。その内、叔母は嫁ぎ、祖父はなくなり、部屋には祖母一人きりとなりまし

た。何度か一緒の部屋で過ごせばと伝えたのですが、今更みたいなところがあり、そのま

ま別々に過ごす日々がずっと続きました。祖母は元来元気な人でしたが、晩年、足を怪我し

てからというもの、家にこもりきりとなりました。動きづらいので食事も部屋に運び、１日中

一人で部屋にいる生活になりました。ある日、祖母の部屋に行った時、こう言われました。

「ずっと誰ともしゃべらんかったから、しゃべり方忘れてしもうたわ。」  誰かと話すというこ

とは、やっぱりとても貴重なことなのです。これからも心に刻んでいきたいと思います。 

  令和６年５月   珠洲市立直小学校長  道端  専次 

 

班旗の発表（4/30） 

指導者の 

池谷内吉光さん 

熱心に指導してくださ

る池谷内さん。４年生も５

年生も練習を重ねて、歌詞

を見なくても歌えるよう

になりました。 

児童集会（5/14） 

《児童の感想》 

 田植え唄の練習は、リズムや歌詞が難しいし、間違えた
りもしました。池谷内さんと 2 回しか練習できなかったけ
ど、楽しかったです。最初はできないと思っていたけど、
たくさん歌ったり、池谷内さんのお手本を聞いたりするこ
とによってだんだん上手くなっていくのがうれしかった
し、みんなと練習できるのが楽しかったです。本番もうま
くできたので、池谷内さんや校長先生が頑張って教えてく
れたおかげだと思います。ありがとうございました。 
                         （４年 小澤 知央） 
田打ち唄を披露する前は、少し緊張しました。外は、風

が強く、髪の毛が口の中に入って少し歌いにくかったで
す。また、今までの練習には、大きな声で歌って、その次の
日、喉が痛くなった事がありました。でも、歌って大きな声
を出せたし、リズムよく歌えたので良かったです。そして、
田打ち唄を教えてくださった池谷内さんに感謝したいで
す。                      （５年 井田 朋花） 
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13 日（月）５限に、いつもお世話になっている見守りボランティアの方々との顔合わ
せ会と交通安全教室がありました。交通安全教室では、珠洲警察署交通課の方に来ていただき、正
しい横断歩道の渡り方等を教わりました。 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

苗縛り      苗運び       開会式 

 
 
 

 

 

 

 

田打ちと田打ち唄     三角わくを使っての田植え 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナオト・インティライミさん来校（5/22） 

田植え（5/17） 

活動の様子～初夏～ 

日本経団連支援物資「うるうるパック」贈呈式（5/21） 

交通安全教室（5/13） 

見守りボランティアの濱野
様、町端様、番匠様を紹介
しました。（当日は、欠席
されましたが、田中様や成
之坊様にも、いつもお世話
になっております。） 

白バイ隊員に憧れている１
年西法司恋さんが、進んで
挙手し、児童代表で横断歩
道の正しい渡り方を教わり
ました。 

《児童の感想》 

自転車で左から乗って、降りるときも左から

ということをすっかり忘れていたので、次自転

車に乗るときは、ちゃんと意識して乗りたいで

す。今日習ったことをまた、日常生活で意識し、

ちゃんとしたいです。そして、「石川県交通安全

協会オリジナル反射材ミニストラップ」をもらい

ました。なかなかないけど、夜道を、歩くときに

は、このミニストラップをつけながら歩きたいで

す。 

本当に、命を守るために、今日習ったことを

意識し、ちゃんと命を守りたいです。 

（6年 竹平 栄太） 

６年生が代表で「うるうる
パック」を受け取りました。 

６ 年 山 根 奏 仁 さ ん が 児 童 を
代 表 し て お 礼 の 挨 拶 を し ま
した。  

日本経団連「ワンパーセント
クラブ」の皆様と記念写真を
撮りました。  

ナオトさんと鬼ごっことサッカーをし、ミニコンサートを楽しみました。思いっきり笑顔で、思う存分走った
り、踊ったり貴重な体験でした。 
インティ（太陽）、ライミ（祭り）が名前の由来になっていることも聞きました。太陽のように明るく、お祭り

のように、直っ子を盛り上げてくださいました。 
 

４年生も「田植え唄」を
歌って、５・６年生の田植
えを応援しました。 
たくさんのマスコミの

方々も取材に来て、テレ
ビ等で紹介していされま
した。  

《児童の感想》 

早乙女姿で苗を植えることは、初めてだったけど楽しく元気に苗を植え

ることができたからよかったです。４年生の田植え唄は、私達が５年生の

ときに歌ったけど、私達が歌ったときより声が出ていたので、少し悔しい

です。 

らいがが一人で田打ち唄の練習をしているときに、こっそり聞いていた

けど、胸を張って大きな声で歌っていたからいいと思いました。 

田植えは、去年よりうまく苗を植えることができたし、三角わくという

名前の道具を使って苗を植えることができたので良かったです。 

次は稲刈りだから稲刈りでも頑張りたいです。    （６年 森山煌蘭） 

１年体育「鉄棒」 ３年理科「チョウの卵の観察」 

かたつむり読み聞かせ ２年図工「わっかでへんしん」 


